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令和２年３月新規学校卒業予定者（高卒・大卒）の就職内定状況等の取りまとめ 

 

～新規高卒就職内定率は令和元年１２月末時点で８９．６％～ 

（学校または安定所を通じた就職を希望する生徒の状況の集計） 

 

～新規大卒就職内定率は令和元年１２月末時点で７６．５％～ 

 

 「徳島新卒者等人材確保推進本部」（本部長 日根直樹徳島労働局長）は、令和２年３月

新規学校卒業予定者の求人・求職・就職内定状況（令和元年１２月末現在）（速報値）を取

りまとめました。その概要は次のとおりです。 

 

Ⅰ 新規高等学校卒業予定者 

１ 就職内定状況 

（１）求職者（就職希望者数）は１，３９７人、前年同期（１，４５０人）に比べ５３人（３．７％）減少し

た。 

（２）就職内定者は１，２５２人、前年同期（１，２９４人）に比べ４２人（３．２％）減少した。 

（３）就職内定率は８９．６％、前年同期（８９．２％）を０．４ポイント上回った。 

    令和元年度 

         １，２５２人 （就職内定者数）   

１，３９７人 （就職希望者数） 

    平成３０年度 

         １，２９４人 （就職内定者数）   

１，４５０人 （就職希望者数）  

※学校または安定所を通じた就職を希望する生徒の状況の集計 
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２ 求人の状況 

県内の安定所で受理した求人数は２，４８８人で、前年同期（２，４６３人）に比べて 

   ２５人（１．０％）増加した。 

 

３ 県内就職希望者数の状況 

（１）県内就職希望者は１，０３９人、前年同期（１，１２５人）に比べ８６人（７．６％）減少した。 

（２）県内就職内定者は９０８人、前年同期（９８９人）に比べ８１人（８．２％）減少した。 

（３）県内就職内定率は８７．４％、前年同期（８７．９％）を０．５ポイント下回った。 

 

４ 求人倍率 

   県内就職希望者の求人倍率は２．２７倍で、前年同期（２．０６倍）に比べ０．２１ポイ 

ント上回った。 

 

Ⅱ 新規大学卒業予定者 

１ 就職内定状況（届出済分）について 

 （１）求職者（就職希望者）は１，９７８人、前年同期(２，０５９人)に比べて、８１人（３．９％）減少し

た。 

（２）就職内定者は１，５１３人、前年同期(１，５４５人)に比べて、３２人（２．１％）減少した。 

（３）就職内定率は７６．５％、前年同期（７５．０％）を１．５ポイント上回った。  

 

※本調査は、徳島労働局管内の各ハローワークが、未内定学生への就職支援のために、学校が既に把握している範囲での内定状況等を報告

していただいた数の集計であり、内定を受けていても学校に届出していない学生は未内定として計上されます。文部科学省と厚生労働省が、

共同で調査して公表している全国の数値と直接比較できるものではありません。 

 

２ 求人の状況について 

 県内・外の事業所から大学に提出された求人数は４６７，８９１人で前年同期 

（４０８，００６人）に比べ、５９，８８５人（１４．７％）増加した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《就職支援の取組》 

（１） 令和元年度、徳島労働局においては、若者支援を重点施策とし、とりわけ新卒者等の就職

支援を推進し、若者と企業のマッチングの強化に取り組んでおり、今後も各学校と連携を保

ちながら未内定生徒を把握したうえで、ジョブサポーターによる求人開拓の推進を図るとと

もに、求人情報の提供、職業相談等に努めます。 

（２）２月１３日（木）にＪＲホテルクレメント徳島４Ｆクレメントホールで参加企業 50 社による合同就

職面接会を開催する予定としており、徳島県内で就職を目指す将来ある未内定学生等が 1

日でも早く、就職が実現できるよう取り組んでまいります。また、引き続き、各ハローワークを

中心に個別面接や就職面接会等を開催し、学生等が卒業するまでに就職先が決定するよ

う取り組んでまいります。 


